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2023（令和5）年度
展覧会ラインナップ

2023.2.10
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1 佐々木健　《ねこ》 　2017 年　油彩、カンヴァス　Courtesy of the artist and Gomike
2 澤田華《漂うビデオ（水槽、リュミエール兄弟、映像の角）》 　2022 年
3 フランク・ロイド・ライト《アヴェリー･クーンレイ･プレイハウスの窓ガラス》　1912 年頃　豊田市美術館蔵
4 リュウ・チュアン  《Lithium Lake and Island of Polyphony》　2020 年　参考写真

2023年 2月25日[土] － 5月21日[日]ねこのほそ道
吹けば風
フランク・ロイド・ライト 世界を結ぶ建築
未来の驚異の部屋

2023年 6月27日[火] － 9月24日[日]
2023年10月21日[土] －12月24日[日]
2024年  1月20日[土] － 3月24日[日]

ヴンダーカマー

＊2023 年度の展覧会タイトルはすべて仮称



5 落合多武 《猫彫刻》 2007年 ポリウレタンプラスチック、キーボード 個人蔵　©Tam Ochiai

概要 ２０２３年度の豊田市美術館の展覧会ラインナップをご紹介します。2月から始まる、ねこを
介して現代美術を紹介する「ねこのほそ道」展に続き、国内の気鋭の若手作家4人を紹介す
る「吹けば風」展、建築家・谷口吉生の代表作として知られる当館で見るアメリカ近代建築の
巨匠「フランク・ロイド・ライト」展、美術館の隣地にできる博物館の開館にあわせて博物学
的手法で作品をとりあげる展覧会「未来の驚異の部屋」展と、多彩な展覧会を開催します。

展覧会紹介 ねこのほそ道
2023年2月25日[土]―5月21日[日]

決して飼いならされることなく、野生を保ったまま人間とともに暮らすねこ。なにかの役に
立っているわけではないのに飼い主の情緒に豊かに訴える、そんな普通で変な生きもの。
群れをつくらずひとりで狩りをする肉食獣の彼らは、独立心が旺盛で優雅な、家のなかの小
さな虎です。
これまで人間は多くの種に影響を及ぼし、世界中の動物を絶滅へと追いやってきましたが、
ねこは長い時間をかけて人間と暮らすようになりました。そして人間が自然を離れて都市を
形成し高層ビルに住むようになると、ねこも一緒に空に上がってきました。ねこは長い進化
の過程で、自ら見て、触れ、嗅いで、隙間や内と外を自在に行き来しながら、あるがままの道
を歩んできました。
本展では、人間とは異なる空間感覚や倫理観を持ち、言葉の秩序から逃れる逸脱可能な存
在として、自由、野生、ユーモア、ナンセンス溢れる、どこか”ねこ”のような現代美術を紹介し
ます。

主催　：豊田市美術館
協力　：青山目黒、KAYOKOYUKI、小山登美夫ギャラリー、SUNAKI. Inc、
　　　   TAKE NINAGAWA、中山英之建築設計事務所
協賛　：GEMINI Laboratory by TOPPAN、中部カラー工業株式会社、横浜化成株式会社
同時開催：愛知県美術館・豊田市美術館同時期開催コレクション展　徳冨満－テーブルの上の宇宙

　　　　   コレクション展　小さきもの－宇宙／猫
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6 川角岳大 《Night cruising》 2022年  acrylic on canvas

展覧会紹介 吹けば風
2023年6月27日[火]－9月24日[日]

本展のタイトルは、明治生まれの詩人・高橋元吉が詠んだ詩の「咲いたら花だった　吹いた
ら風だった」という一節からきています。それがなにかわかるまでは「なにか得体の知れな
いもの」でよいと言い、おおらかな気持ちでものごとを見ようとするこの詩人にとって、世界
は新鮮な発見に満ちていたかもしれません。本展では、「得体の知れないもの」が花になり
風になるように、単なる現象がひとにとって意味をもつ体験になる瞬間に注目します。
本展に参加する4名の作家もまた、海や山で見た景色や日々の出来事など、日常的な体験
に目を向けます。その作品はどこか確定できない部分があり、いつまでも汲みつくせない魅
力を湛えています。たとえば出展作家のひとり、川角岳大が素潜りやドライブ中の体験を思
い出しながら淡く描く絵画は、時間や空間の伸縮や記憶の濃淡を思わせ、わたしたちがな
にかを見たり、感じたりするときの身体感覚や心の動きを思い起こさせます。あるいは、ふ
だんは気に留めないような小さな謎を映画や写真、日常会話のなかに見つけ探っていく澤
田華、センサーや風力計を用いて天気を作品に取り込む船川翔司、これまで多くの作品に
おいて身体や言葉を用いてリアルタイムで作品を更新しつづけてきた関川航平も、それぞ
れの仕方でひとがなにかを体験することについて示唆に富む仕事を続けています。この機
会に気鋭の4作家がつくりだす４つの体験をぜひお楽しみください。
同時開催：コレクション展 枠と波

主催　：豊田市美術館
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7 《大バグダッド計画案　鳥瞰透視図》1957年　コロンビア大学エイヴリー建築美術図書館フランク・ロイド・ライト財団アーカイヴス蔵
©The Frank Lloyd Wright Foundation Archives (The Museum of Modern Art | Avery Architectural & Fine Arts Library, Columbia 
University, New York)

展覧会紹介 帝国ホテル二代目本館100周年

フランク・ロイド・ライト　世界を結ぶ建築
2023年10月21日[土]－12月24日[日]

アメリカ近代建築の巨匠フランク・ロイド・ライト(1867-1959)。「落水荘（カウフマン邸）」
や「グッゲンハイム美術館」で知られるライトは、「帝国ホテル二代目本館」や「自由学園明
日館」「山邑太郎左衛門邸（現ヨドコウ迎賓館）」を手がけ、また熱烈な浮世絵愛好家として
の顔も持つ、日本とゆかりの深い建築家でもあります。
2012年には5万点以上におよぶ図面他資料がフランク・ロイド・ライト財団からニューヨー
ク近代美術館とコロンビア大学エイヴリー建築美術図書館に移管され、学術調査研究が進
められてきました。その成果は、建築にはじまり、芸術、デザイン、著述、造園、教育、技術
革新、都市計画に至るライトの広範な視野と知性を浮き彫りにしています。
代表作「帝国ホテル二代目本館」完成から100年となる本年、エイヴリー建築美術図書館の
全面的な協力のもと、日本で約26年ぶりとなる本格的な回顧展を開催します。
世界を横断して活躍したライトのグローバルな視点は、21世紀の今日的な課題と共鳴し、
来るべき未来への提言にもなるでしょう。

主催　：豊田市美術館、フランク・ロイド・ライト財団
共催　：中日新聞社（予定）
特別協力　：コロンビア大学エイヴリー建築美術図書館
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展覧会紹介 未来の驚異の部屋
2024年1月20日[土]－3月24日[日]

美術館や博物館の原型とされる、16世紀ヨーロッパで流行した「驚異の部屋（ヴンダーカ
マー）」には、大航海時代を背景に、絵画や彫刻に加え、動物剝製や植物標本に貝殻、地球
儀や天球儀、東洋の陶磁器など、世界中からあらゆる美しいもの、珍しいものが集められて
いました。「驚異の部屋」は、未だ知らぬ広大な世界を覗き見ることができる、小さいけれど
壮大な夢と好奇心を刺激する部屋でした。近年美術の分野でも、文化人類学的、自然博物
学的、歴史研究的手法に基づく、博物学的な作品が多く見られるようになっています。事物
や資料を映像や彫刻などとともに編集し、構成するそれらの作品は、収集と展示の背後で
作用する力、分類と分析に基づく世界の把握の仕方、また作品や事物の保存・継承と伝統
との関りを、現代の課題として照らし出します。
本展では、美術館の隣にできる博物館の開館に向け、現在の「驚異の部屋(ヴンダーカン
マー )」を展開し、美術館・博物館の源流と新たな可能性を探ります。それぞれの作品は、歴
史はいかに構築されるのか、伝統はどのように交差・変容していくのか、ローカルとグロー
バルの関係はどうなっていくのかといった、未来に向けた問いを投げかけるでしょう。

主催　：豊田市美術館
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8 リュウ・チュアン  《Lithium Lake and Island of Polyphony》　2020 年　参考写真

ヴンダーカマー



豊田市美術館　2023(令和5)年度展覧会ラインナップ
広報用画像について
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美術館使用欄　　画像提供の依頼日　　　年　　月　　日　　□画像送付  □校正  □修正  □配信・配本

画像等の資料をご希望の方は以下を記入のうえe-mailでお送りください。

送り先：豊田市美術館　庶務担当　吉兼（よしかね）、籠谷（こもりや）
Tel 0565-34-6748 
e-mail:bijutsukan1@city.toyota.aichi.jp

　

資料の使用には以下の点にご注意ください。
・作品写真のトリミング、文字のせはご遠慮いただき、クレジットを表示してください。
・ご紹介いただく場合は、情報確認のためお手数ですがゲラ刷り等をお送りください。

1 佐々木健　《ねこ》 　2017年　油彩、カンヴァス　Courtesy of the artist and Gomike
2 澤田華《漂うビデオ（水槽、リュミエール兄弟、映像の角）》 　2022 年
3 フランク・ロイド・ライト《アヴェリー･クーンレイ･プレイハウスの窓ガラス》　1912 年頃　豊田市美術館蔵
4 リュウ・チュアン  《Lithium Lake and Island of Polyphony》　2020 年　参考写真
5 落合多武 《猫彫刻》 2007年　ポリウレタンプラスチック、キーボード 個人蔵　©Tam Ochiai 
6 川角岳大 《Night cruising》 2022年　acrylic on canvas　個人蔵
7 フランク・ロイド・ライト《大バグダッド計画案　鳥瞰透視図》1957年　コロンビア大学エイヴリー建築美術図書館フランク・ロイド・ライト財団アーカイヴス蔵
　©The Frank Lloyd Wright Foundation Archives (The Museum of Modern Art | Avery Architectural & Fine Arts Library, Columbia University, New York)
8 リュウ・チュアン  《Lithium Lake and Island of Polyphony》　2020年　参考写真 

ねこのほそ道

ねこのほそ道

吹けば風

吹けば風 フランク・ロイド・ライト 世界を結ぶ建築

フランク・ロイド・ライト 世界を結ぶ建築

未来の驚異の部屋

未来の驚異の部屋

掲載紙／メディア名 発売、放送予定日

e-mail 必要な画像等の番号

ご所属お名前 様

Tel


